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令和 7年度 第 2回恵庭市アイヌ施策推進委員会 議事録 

 

場 所：恵庭市郷土資料館 研修室 

日 時：令和 8年 3月 26日（木）16:00～16:40  

出席者： 

（委 員）内田委員長、白幡副委員長、藤原委員、笹川委員、中山委員     

（事務局）教育部 岩渕教育長、狩野部長、山口次長 

郷土資料館 髙野館長、長町主査、重松主事 

 

1.開会 

 

 

2.議題 

 

（1）令和７年度アイヌ政策推進交付金事業について 

＜事務局＞ 

 会議資料 3～7、9～13ページを説明。 

 

（2）令和7年度恵庭市アイヌ施策推進地域計画のKPI（重要業績評価指標）の達成状況の検

証について 

＜事務局＞ 

 会議資料 8ページを説明。 

 

（3）令和8年度恵庭市アイヌ施策推進地域計画の軽微な変更について 

＜事務局＞ 

 会議資料 15～23ページを説明。 

＜A委員＞ 

 推進計画の中身は変わっているのか。 

＜事務局＞ 

 資料の赤字の部分は予算額の変更などで毎年軽微な変更がある。国に申請して許可をい

ただいている。 

＜A委員＞ 

 この計画はどこで決裁をとっているのか。 

＜事務局＞ 
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 教育委員会で決裁をした後、内閣府に提出する。それらは内閣府の HPに掲載される。 

 

（4）令和8年度アイヌ政策推進交付金事業について 

＜事務局＞ 

 会議資料 24～57ページを説明。 

＜B委員＞ 

 29～33 ページの「アイヌ文化マスター育成事業」において学芸員の負担が大きいため、

事業実施の回数を減らしてはどうかという提案をした。回数を減らした分、代わりに間口を

広げてはどうかと市教委に提案した。 

＜A委員＞ 

 「アイヌ文化マスター育成事業」は数年実施してきて参加者を集めるのがなかなか大変と

聞いていた。間口を広げるということで高校生も参加してもらえればいい。 

28ページの儀式用具作製の作製者は何人かいるのか。 

＜B委員＞ 

 北海道アイヌ協会理事の中で札幌在住の方に作製できる方が複数いる。 

＜A委員＞ 

 トゥキを載せる台のことをアイヌ語で“タカイサラ”という。日本語だと“天目台”とい

う。パスイは恵庭アイヌ協会で作るのか。 

＜B委員＞ 

 パスイは自分たちで作ろうと思っている。 

＜A委員＞ 

 平成 9 年にアイヌ民族文化財団ができてから各地域で様々な儀礼が復活したが、儀式に

使う道具がない。今でも天目台は茶道の道具として天目茶碗とセットで売っているが、お碗

とセットにはならない。漆器と天目台のセットはアイヌ文化特有のもので、本州の文化には

ない。そのため新たに作る必要がある。 

 34ページの「アイヌ文化学習見学会」の来年度の訪問場所は新ひだか町で、「アイヌ文化

マスター育成事業」はどこに訪問するのか。 

＜事務局＞ 

 日帰りでは新ひだか町と余市町。宿泊が釧路市阿寒で、行きに幕別に新しくできるアイヌ

文化拠点施設に訪問する。 

＜A委員＞ 

 幕別の新しい施設は夏頃オープン予定と聞いている。来年度は白老町の国立アイヌ民族

博物館には来ないということなので、再来年度は国立アイヌ民族博物館も訪問してほしい。

余市の水産博物館もアイヌ政策推進交付金を利用して整備したと聞いており、昨年訪問し

たがアイヌ展示がリニューアルされていた。阿寒はアイヌ文化関連施設が多いので、ぜひし
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っかりと勉強してきていただきたい。 

＜C委員＞ 

 29～33 ページの「アイヌ文化マスター育成事業」の勉強内容について。今年度網走市に

ある北海道立北方民族博物館を訪問したとのことですが、配布資料巻末に付いている子供

たちの作文を見るとアイヌ文化期以外の歴史や海外の先住民族についても学んだことが書

かれている。先住性を考えるときにどういう人々がどういった形で居たのか、それを学べた

ことはすごく大きい。来年度は釧路市阿寒へ行き施設の特徴もあると思うが、アイヌ文化は

もちろん、それ以外に先住性や周辺のことについても学べるプログラムを作ってほしい。い

ろいろな方が住んでいて、その中にアイヌの方も居る。そういったことが俯瞰的にとらえら

れると勉強になると思う。 

＜A委員＞ 

 以前、大阪府にある国立民族学博物館も訪問している。 

＜C委員＞ 

 アイヌ文化だけを学ぶより、それ以前の文化やそれ以外の民族を学ぶことでアイヌ文化

がより良くわかってくる。 

＜事務局＞ 

来年度北方民族博物館は訪問しないが、恵庭市郷土資料館の見学でもアイヌ文化に至る

までの流れを展示している。「アイヌ文化マスター育成事業」の参加者にアイヌ文化を教え

るときには必ず、もともと縄文人がいて、オホーツク人などもいたという話もしていきたい。 

＜A委員＞ 

 国立民族学博物館など道外の博物館を訪問することも考えてほしい。恵庭の子供たちに

とってもプラスになる。 

 

（5）その他 

＜事務局＞ 

 来年度の委員会の日程について説明。 

 

3.閉会 


